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公益財団法人日本植物調節剤研究協会
ٕज़ސ໰

খࢁ　๛

͸͡Ίʹ

水田の雑草防除における除草剤の໾
ׂは大きく，効཰的な雑草防除をする
には除草剤の利用をൈきにはߟえられ
ない。しかし，除草剤の性能が༏れて
いても，効果的な雑草防除をߦうため
には，雑草の生ଶ的特性を೺Ѳし除草
剤を適੾に使用することがॏ要であ
る。また，雑草の生ଶ的特性は草種に
よりҟなり，さらに地域や作期によっ
ても生ଶ的特性がҟなるので，除草剤
を使用する上でඇৗにॏ要である。

地域や作期による雑草の生ଶ的特性
のちがいにͭいては，ノビエの葉ྸの
進లが地域や作期によりҟなること

（小山ɹ2016）や，問題雑草のオモダ
カ，クログワイ，コウキヤガラの発生
始期や葉ྸの進లが地域によりҟなる
こと（小山ɹ2019）をすでにड़べた。
これはおもに地域や作期により୅か
き，田植え後のԹ度がҟなることが出
ժやその後の葉ྸの進లにӨڹを及΅
していることをࣔしており，雑草の葉
ྸ進లが地域や作期によりҟなること
は除草剤を利用する上でॏ要である。
さらにもう一ͭ，地域や作期がҟなる
ことによりӨڹを受ける雑草の生ଶ的
特性としては発生ফ長があ͛られる。

公ӹ財ஂ๏ਓ日本植物調節剤研究協
会（以Լʮ植調協会ʯという）では，
地域や作期がҟなるશࠃ 80 以上の試
験場所で適用性試験をߦい，その結果
を取りまとめ，除草剤の適用৚݅を໌
らかにしている。その結果にͮجいて

技術指ඪ原Ҋを作成し，処理時の֤対
象草種の葉ྸや草ৎ，生育ステージに
Ԡじた処理により地域や作期毎に除草
剤の有効な適用৚݅を໌らかにしてい
る。除草剤の 1 回処理で除草が可能
な一発処理剤が開発されており，除草
剤には効果の持続性もٻめられ，࢒効
期間にも注໨されている。特に近年開
発された問題雑草一発処理剤は問題雑
草であるコウキヤガラ，オモダカ，ク
ログワイ，シズイに対して水稲生育期
間中，1 回のࢄ෍で十分な効果持続性
がٻめられている。

これらのことから，ここでは除草剤
を使用する上でॏ要な水田のओ要な雑
草の生ଶ的特性のうち発生ফ長に注໨
して，地域や作期によるҧいにͭいて
取りまとめた。

�� ਫҴ除草剤ద༻性ݧࢼʹ
͓͚Δ発ੜফ௕の஍ҬʹΑΔ
ҧ͍

水稲除草剤の適用性試験は毎年，地
域，作期，౔৕৚݅のҟなるશࠃの試
験場所でߦわれ，地域技術指ඪ原Ҋの
作成を通じて，現場の雑草防除におけ
る除草剤の利用に໾ཱてている。その
中で特に植調協会の北ւಓから福Ԭま
でશࠃ 7 か所の研究ηンター，試験
地及ͼ研究所では，適１試験を実施し，
ノビエ，ホタルイ，コナΪの発生ফ長
を調査している。試験年数がઙい研究
所ઍ葉ࢧ所を除き，΄とΜどの場所で
は一定年数試験を実施しており，これ
らの雑草はओにࣗવ発生である。そこ
で，ここでは研究所ઍ葉ࢧ所を除く，

雑草の発生がࣗવ発生৚݅である 6
か所の試験場所の発生ফ長を調査，解
ੳした。なお，ここでは発生始期は水
田で初めて出ժした時期，発生੝期は
૯発生数のおよそ 50� が発生した時
期，発生ଗい期は૯発生数の 90� 以
上が発生した時期とした。

図 -1 から図 -3 に水稲除草剤適 1 試
験の 2017 年から 2019 年の 2 ～ 3 年
の平ۉ஋でノビエ，ホタルイ，コナΪ
の発生ফ長（発生始期，発生੝期，発
生ଗい期）を模ࣜ図としてࣔした。な
お，北ւಓ研究ηンター，ݹ川研究η
ンター，研究所（ҵ৓県ࢢٱڇ），新
ׁ試験地，Ԭ山研究ηンター，福Ԭ研
究ηンターは，それぞれ北ւಓ地域，
東北地域，北陸地域，ؔ東東ւ地域，
近ـ中ࠃ࢛ࠃ地域，۝भ地域を୅දす
る試験場所である。

ノビエの発生始期，੝期，ଗい期は
いで北ւಓであっ࣍，川で最も遅くݹ
た。さらに，新ׁ，ٱڇと続き，福Ԭ
は最もૣく୹期間で発生ଗい期にୡ
し，Ԭ山はそれに࣍いでૣかった。ホ
タルイでは発生ফ長は北ւಓとݹ川は
΄΅同じで最も遅く，࣍いでٱڇが遅
く，新ׁは発生ଗい期がややૣくノビ
エと同༷に福Ԭで最もૣく࣍いでԬ山
がૣかった。コナΪྨは，北ւಓはミ
ズアオイ，Ԭ山はアメリカコナΪであ
るがコナΪྨとしてまとめた。ノビエ，
ホタルイと同༷の傾向で，北の北ւಓ
΄ど発生は遅く，ೆの福Ԭで最も発生
がૣかった。

除草剤による防除をߦう上で発生始
め，発生੝期ももちろΜॏ要であるが，

ओͳਫాࡶ૲ͷൃੜফ௕ͷ஍Ҭɼ
ΑΔҧ͍ʹظ࡞
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抑草効果の持続期間は除草剤によりҟ
なるので，特に発生ଗい期がॏ要であ
るとߟえられる。そこで，ද -1 に 3
か年の֤試験場所の発生ଗい期をとり
まとめた。試験場所の୅かき時期は 5
月 8 日から 6 月 12 日まで༷ʑであり，
発生ଗい期のҧいは地域差によるばか
りでなく，୅かき時期のӨڹも受けて
いるとߟえられる。

地域により୅かき時期がҟなること
をྀߟして，図 -� から図 -6 に֤地の
発生ଗい期を୅かき時期とのؔ܎で੔
理した。ノビエ，ホタルイ，コナΪྨ
のいずれの草種でも，୅かき時期がૣ
い΄ど発生ଗい期は遅く୅かき後の日
数を多く要し，൓対に୅かき時期が遅
い΄ど発生ଗい期はૣい傾向であっ
た。しかし，この中で北ւಓはいず
れの草種でもଞの場所に比べて୅かき
時期のׂに発生ଗい期が遅かった。こ
れは，北ւಓは同じ୅かき時期でもԹ
度が௿いためとߟえられた。そこで，
図 -7 から図 -9 に୅かき後 20 日間の
平ؾۉԹと発生ଗい期とのؔ܎をࣔし
た。これにより，୅かき時期がҟなる
地域のσータを，北ւಓを含め౷一的
に੔理できた。୅かき後 20 日間の平

ਤ ��　ਫҴআ૲ࡎదݧࢼ�ʹ͓͚ΔϊϏΤͷൃੜফ௕�ʕ໛ࣜਤʕ
� ஫ �
�২ௐڀݚηϯλʔ�౳ͷ ����೥͔Β ����೥ͷ �ʙ ���
� � � ೥ͷฏۉ஋
� � �
�ൃੜ࢝Ί͸࢝ΊͯൃੜΛ࣌ͨݟɼൃੜ੝ظ͸૯ൃੜ਺ͷ�
� � � ໿ ��ˋ͕ൃੜଗ͍ظ͸��ˋ͕ൃੜͨ࣌͠ͱͨ͠ɻ

代かき後（日）

北海道 古川 新潟 牛久 岡山 福岡

期
間
発
生
率

代かき後（日）
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� ஫ �
� ২ௐڀݚηϯλʔ౳ͷ����೥͔�Β ����೥ͷ �ʙ ���
� � � ೥ͷฏۉ஋
� � �
� ൃੜ࢝Ί͸ॳΊͯൃੜΛ࣌ͨݟɼൃੜ੝ظ͸૯ൃੜ਺ͷ�
� � � ໿ ��ˋ͕ɼൃੜଗ͍ظ͸��ˋ͕ൃੜͨ࣌͠ͱͨ͠ɻ

ਤ ��　ਫҴআ૲ࡎదݧࢼ�
ʹ͓͚ΔίφΪྨͷൃੜ
ফ௕　Ұ໛ࣜਤҰ
஫�
�২ௐڀݚηϯλʔ౳
� � ͷ����೥ �͔Β�����
� � ೥ͷ�ʙ�೥ͷฏۉ஋
　�
 ൃੜ࢝Ί͸ॳΊͯൃ�
� � ੜΛ࣌ͨݟɼൃੜ੝�
� � �͸૯ൃੜ਺ͷ໿ظ
� � ��ˋ͕ɼൃੜଗ͍ظ�
� � ͸ ��ˋ͕ൃੜͨ͠�
� � ͱͨ͠ɻ࣌

北海道 牛久 岡山 福岡

期
間
発
生
率

代かき後（日）

北海道 古川 新潟 牛久 岡山 福岡

5月19日 5月8日 5月16日 5月10日 5月23日 6月11日

16.3 17.3 20.4 19.5 22.2 24.2

ノビエ 31 30 17 22 16 10

ホタルイ 26 33 18 26 13 8

コナギ類 31 － － 21 21 11

5月19日 5月7日 5月22日 5月7日 5月24日 6月12日

15.1 15.8 19.3 17.9 21.2 24.9

ノビエ 28 34 28 38 15 11

ホタルイ 39 33 23 25 13 11

コナギ類 29 － － 16 15 11

－ 5月8日 5月18日 － － － 

－ 16.3 18.5 － － － 

ノビエ － 35 15 － － － 

ホタルイ － 28 18 － － － 

コナギ類 － － － － － － 

5月13日 5月12日 5月13日 5月17日 6月2日 5月16日

15.7 16.5 19.4 18.7 21.7 24.6

ノビエ 30 33 20 30 16 11

ホタルイ 33 31 20 26 13 10

コナギ類 30 － － 19 18 11

注１)代かき後20日間の平均気温の平均値は㸪代かき翌日から代かき後20日までの20日間の平均値を示した。

２)コナギ類の欄は㸪北海道はミズアオイ㸪岡山はアメリカコナギである。

年次(年) 項目
試験場所

2019

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

平均

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

2018

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

2017

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

ද ��　ਫҴআ૲ࡎదݧࢼ�ʹ͓͚Δओཁࡶ૲ͷൃੜଗ͍ظ

஫�
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� ����ฏۉ஋Λࣔͨ͠ɻ
� �
 ίφΪྨͷཝ͸ɼ๺ւಓ͸ϛζΞΦΠɼԬࢁ͸ΞϝϦΧίφΪͰ͋Δɻ

北海道 古川 新潟 牛久 岡山 福岡

期
間
発
生
率

代かき後（日）
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抑草効果の持続期間は除草剤によりҟ
なるので，特に発生ଗい期がॏ要であ
るとߟえられる。そこで，ද -1 に 3
か年の֤試験場所の発生ଗい期をとり
まとめた。試験場所の୅かき時期は 5
月 8 日から 6 月 12 日まで༷ʑであり，
発生ଗい期のҧいは地域差によるばか
りでなく，୅かき時期のӨڹも受けて
いるとߟえられる。

地域により୅かき時期がҟなること
をྀߟして，図 -� から図 -6 に֤地の
発生ଗい期を୅かき時期とのؔ܎で੔
理した。ノビエ，ホタルイ，コナΪྨ
のいずれの草種でも，୅かき時期がૣ
い΄ど発生ଗい期は遅く୅かき後の日
数を多く要し，൓対に୅かき時期が遅
い΄ど発生ଗい期はૣい傾向であっ
た。しかし，この中で北ւಓはいず
れの草種でもଞの場所に比べて୅かき
時期のׂに発生ଗい期が遅かった。こ
れは，北ւಓは同じ୅かき時期でもԹ
度が௿いためとߟえられた。そこで，
図 -7 から図 -9 に୅かき後 20 日間の
平ؾۉԹと発生ଗい期とのؔ܎をࣔし
た。これにより，୅かき時期がҟなる
地域のσータを，北ւಓを含め౷一的
に੔理できた。୅かき後 20 日間の平
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北海道 古川 新潟 牛久 岡山 福岡

5月19日 5月8日 5月16日 5月10日 5月23日 6月11日

16.3 17.3 20.4 19.5 22.2 24.2

ノビエ 31 30 17 22 16 10

ホタルイ 26 33 18 26 13 8

コナギ類 31 － － 21 21 11

5月19日 5月7日 5月22日 5月7日 5月24日 6月12日

15.1 15.8 19.3 17.9 21.2 24.9

ノビエ 28 34 28 38 15 11

ホタルイ 39 33 23 25 13 11

コナギ類 29 － － 16 15 11

－ 5月8日 5月18日 － － － 

－ 16.3 18.5 － － － 

ノビエ － 35 15 － － － 

ホタルイ － 28 18 － － － 

コナギ類 － － － － － － 

5月13日 5月12日 5月13日 5月17日 6月2日 5月16日

15.7 16.5 19.4 18.7 21.7 24.6

ノビエ 30 33 20 30 16 11

ホタルイ 33 31 20 26 13 10

コナギ類 30 － － 19 18 11

注１)代かき後20日間の平均気温の平均値は㸪代かき翌日から代かき後20日までの20日間の平均値を示した。

２)コナギ類の欄は㸪北海道はミズアオイ㸪岡山はアメリカコナギである。

年次(年) 項目
試験場所

2019

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

平均

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

2018

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)

2017

代かき時期

代かき後20日間の平均気温の平均値

発生揃い期
(代かき後㸪日)
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খࢁ：ओͳਫా雑草のൃੜফ௕の஍Ҭɼظ࡞ʹΑΔҧ͍　13

，Թが௿い΄ど発生ଗい期は遅くؾۉ
高い΄ど発生ଗい期はૣくなった。な
お，図 -9 において，北ւಓはミズア
オイ，Ԭ山はアメリカコナΪであるが，
શ体にコナΪྨとして一ॹに取りѻっ
てもྑいとߟえられる。

以上の結果から，水稲除草剤適 1
試験において調査，解ੳした発生ফ長
から，ノビエ，ホタルイ，コナΪでは
୅かき後 20 日間のؾԹが高い΄ど発
生ଗい期はૣくなり発生ଗい期には地
域のҧいによる୅かき後のؾԹの差が
大きなӨڹを及΅していることが໌ら
かとなった。

�� ओཁࡶ草ʹ͓͚Δظ࡞ɼ
୅͔͖ظ࣌ɼҠ২ظ࣌ʹΑΔ
発ੜফ௕のҧ͍

雑草の発生ফ長の地域性にͭいて
໌らかにするため，本དྷҟなった地
域における発生ফ長を比較したいが，
前ड़の水稲除草剤適 1 試験のଞに
σータがなかった。そこで，特定の
試験研究機ؔで୅かき時期や水稲の
移植時期，作期をมえることによる
発生ফ長のҧいにͭいて報ࠂされて
いる結果を取りまとめた。なお，こ
こでは発生がみられなくなった時期
を発生終期とした。

(�) ϊϏΤ

山岸（1979a）は高知県において水
稲栽培のૣ期，普通期，൩期の 3 作
期における雑草の発生ফ長を໌らかに
している。図 -10 に水稲の作期とノ
ビエの発生ফ長とのؔ܎をࣔした。こ
こでѻっているノビエはノビエྨ一ൠ
をࣔしている。ૣ期栽培の୅かき時期
は � 月 17 日，普通期栽培では 6 月 6
日，൩期栽培では 7 月 21 日と幅޿い
作期でݕ౼している。൩期栽培ではඇ
ৗに発生がૣく୅かき後 5 日ࠒに発
生੝期となり୅かき後 15 日ࠒには発
生終期となった。普通期栽培では൩期
栽培と΄΅同じ୅かき 6 日ࠒに発生
੝期となったが，発生終期は୅かき後
25 日と൩期栽培よりなͩらかな山と
なった。ૣ期栽培では発生の山はなͩ
らかとなり，発生੝期は୅かき後 15
日ࠒ，発生終期は୅かき後 30 日ࠒと
みられたが，୅かき後 �0 日～ 50 日
とࠒ 100 日以降の稲מり後にもわず
かな発生がみられた。

加持（1998）は高知県の水田で 6
年間にわたりૣ期栽培と普通期栽培で
ノビエの発生ফ長を比較した。発生す
るノビエはタイψビエ 55�，イψビ
エ ���，と 2 種ྨのノビエが༏઎し，
͝くわずかにώメタイψビエが混ೖす
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る৚݅であった。また，植え୅時期は
6年間の平ۉでૣ期栽培では�月3日，
普通期栽培では 5 月 26 日であった。
普通期栽培の水Թはૣ期栽培に比べて

平
ۉ

最
高
水
Թ
で

5�6ˆ，最௿水Թで 6�3ˆ΄ど高かっ
たとしている。ૣ期栽培では発生始期
は植え୅後 7 日，発生終期は �0 日で
あったのに対して，普通期栽培では植

え୅後 5 日，発生終期は植え୅後 20
日ࠒであった。普通期栽培ではノビエ
の発生始期はૣ期栽培に比べて植え୅
後平ۉ 2�2 日ૣまり，発生੝期及ͼ終
期は໿ 5 日，໿ 20 日それぞれૣまっ
た。

以上 2 事ྫはいずれも高知県のྫ
であるが，5 月Լ०から 6 月上०の普
通期栽培では発生終期は୅かき後 20
日から 25 日ࠒであるのに対して，�
月୅かきのૣ期栽培では୅かき後 30
日～ �0 日ࠒの発生終期となり，発生
期間が長いことが໌らかとなった。

タイψビエの種子はٳ຾性を有する
が，一ٳ࣍຾は 12� 日の௿Թ湛水৚
݅で完શに֮੧する（ߥҪら 1962）。
また，湛水୅かき౔中では౔৕ද面か
ら 0 から 1ᶲまでの出ժがྑ޷で，౔
中 3ᶲ以Լからは出ժしない。その
結果，࣪田では平ؾۉԹが 15ˆ前後
の � 月Լ०から発生が始まり 5 月Լ
०には΄とΜど発生しなくなる（ߥҪ
らɹ1962，1963，196�）。また，಺
໺（2002）はタイψビエの発生終期
は日最高地Թと高い૬ؔがあることを
໌らかにしており，地域や୅かき，水
稲の移植時期により発生ଗい期はมわ
るとߟえられる。

このように，ノビエは地域や୅かき
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る৚݅であった。また，植え୅時期は
6年間の平ۉでૣ期栽培では�月3日，
普通期栽培では 5 月 26 日であった。
普通期栽培の水Թはૣ期栽培に比べて

平
ۉ

最
高
水
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で

5�6ˆ，最௿水Թで 6�3ˆ΄ど高かっ
たとしている。ૣ期栽培では発生始期
は植え୅後 7 日，発生終期は �0 日で
あったのに対して，普通期栽培では植

え୅後 5 日，発生終期は植え୅後 20
日ࠒであった。普通期栽培ではノビエ
の発生始期はૣ期栽培に比べて植え୅
後平ۉ 2�2 日ૣまり，発生੝期及ͼ終
期は໿ 5 日，໿ 20 日それぞれૣまっ
た。

以上 2 事ྫはいずれも高知県のྫ
であるが，5 月Լ०から 6 月上०の普
通期栽培では発生終期は୅かき後 20
日から 25 日ࠒであるのに対して，�
月୅かきのૣ期栽培では୅かき後 30
日～ �0 日ࠒの発生終期となり，発生
期間が長いことが໌らかとなった。

タイψビエの種子はٳ຾性を有する
が，一ٳ࣍຾は 12� 日の௿Թ湛水৚
݅で完શに֮੧する（ߥҪら 1962）。
また，湛水୅かき౔中では౔৕ද面か
ら 0 から 1ᶲまでの出ժがྑ޷で，౔
中 3ᶲ以Լからは出ժしない。その
結果，࣪田では平ؾۉԹが 15ˆ前後
の � 月Լ०から発生が始まり 5 月Լ
०には΄とΜど発生しなくなる（ߥҪ
らɹ1962，1963，196�）。また，಺
໺（2002）はタイψビエの発生終期
は日最高地Թと高い૬ؔがあることを
໌らかにしており，地域や୅かき，水
稲の移植時期により発生ଗい期はมわ
るとߟえられる。

このように，ノビエは地域や୅かき
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時期によりԹ度のӨڹで୅かき後 �0
日ࠒまでのൣғで出ժ終期がӨڹを受
けるものとߟえられる。

(�) ϗλϧΠ

ホタルイ（図 -11）では，やはり作
期と発生ফ長とのؔ܎はノビエと΄΅
同じで，൩期栽培では発生੝期がૣ
く 20 日ころまでに発生が終わるのに
対して，ૣ期栽培では発生੝期では୅
かき後 30 日ࠒと遅く，発生終期は୅
かき後 60 日ࠒとඇৗに遅い。普通期
栽培ではあまりはっきりとした発生の
ピークはなく，ૣ期栽培に近い発生ফ
長であった（山岸ɹ1979a）。

イψホタルイの種子にはٳ຾性があ
りౙ期の௿Թにより֮੧されるが，や
や長期間を要するので（ॅ٢ 1996），
5 月までٳ຾している種子もある（ॅ
٢らɹ1999）。また，湛水୅かき౔中
からの出ժは地දԼ 1ᶲ以಺が多く，
ਂいものでは 3ᶲからも出ժする（小
Ҫらɹ2001）。したがって，このよߥ
うにホタルイでは，種子の出ժਂ度が
ノビエよりややਂいこともあり発生期
間が長く，ૣ期栽培等で୅かき後のԹ
度が௿いと発生期間が長くなる。

(3) ίφΪ

コナΪ（山岸ɹ1979a）はホタルイ

と同༷にノビエに比べて発生ফ長が長
い。作期と発生ফ長とのؔ܎はノビエ
及ͼホタルイと同༷であり，ૣ期栽培
ではダラダラと発生が長く発生੝期，
発生終期は遅くなるが，൩期栽培では
発生のピークがૣく発生終期もඇৗに
ૣかった（図 -12）。

コナΪの種子のٳ຾性は比較的ઙく，
5ˆでのٳ຾֮੧は଎やかである（ยԬɹ
1997）。出ժਂ度は౔৕ද面から 2mm
以Լとઙいが，5�0mm からも発生した

（小ߥҪɹ200�）。୅かき時期をมえた
場合，発生੝期は � 月Լ०୅かきでは
୅かき後 2 ि໨ͩったが，5 月，6 月
୅かきでは 1 ि໨とૣかったことを報
。（�Ҫɹ200ߥ小）しているࠂ
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山岸（197�）はઍ葉ࢢにおいてウ
リカワの発生ফ長を 5 月 6 日，5 月
25 日，6 月 20 日に୅かき時期をมえ
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はり，これまでの多くの草種の事ྫと
同༷に୅かき時期がૣい΄ど発生始
め，発生੝期，発生終期は遅く，6 月
Լ०と୅かき時期が遅いと発生のピー
クや発生終期はૣいが，ૣ期栽培では
発生がダラダラと長いことをࣔしてい
る。発生終期は 5 月 6 日୅かきでは
୅かき後 25 日5，ࠒ 月 25 日୅かき
では୅かき後 15 日6，ࠒ 月 20 日୅
かきでは୅かき後 10 日ࠒであった。

ウリカワのմܪの湛水୅かき౔中で
の出ժは，地දԼ 15ᶲまでにݟられ，
ઙいもの΄どૣく出ժし，ਂいҐஔか
らの出ժには日数を要した。また，մ
຾ٳ຾性があり୹期間でٳにはઙいܪ
が֮੧される（山岸らɹ197�）。この
ようにウリカワのմܪのٳ຾性はઙい
が出ժਂ度が 15ᶲまでとややਂいこ
とにより，発生ফ長はやや長くなると
。えられるߟ

(�) ϛζΨϠπϦ

山岸（1979a）が高知県で調査した
ミズガヤπリの発生ফ長を図 -1� にࣔ
した。ミズガヤπリではૣ期栽培と普
通期栽培しか調査していないが，ミズ
ガヤπリの場合はմܪの๖ժ最௿Թ度
が௿いので，いずれの作期でも୅かき
前に既に発生を始めている。この図は
୅かき後の発生をࣔしている。普通期

栽培では୅かき後 5 ～ 15 日の間に発
生のピークがあるが，ૣ期栽培ではや
や発生が遅く発生੝期は୅かき後 15
日ࠒである。発生終期は普通期栽培で
は୅かき後 25 日ࠒ，ૣ期栽培では୅
かき後 30 日ࠒであった。いずれにし
ろ，ミズガヤπリでは普通期栽培に比
べૣ期栽培では発生が遅いがその差は
ଞの草種での作期によるҧいと比べれ
ばඇৗに小さい。

ミズガヤπリのմܪにはౙ期の௿Թ
によるٳڥ؀຾はあるがࣗ発ٳ຾はな
い（ງɹ1965）。また，出ժにおけるࢎ
ૉ要ٻ度が高いため，湛水୅かき౔中
ではද面近くからの出ժが多く，地ද
Լ 5ᶲまでからしか出ժしない（小島らɹ
1977; 山岸ɹ1979C）。このようなミズ
ガヤπリの生ଶ的特性によりૣ期栽培
でも比較的ૣく発生終期をܴえ，作期
による差が小さいものとߟえられる。

(�) ΦϞμΧ

ҏ౻（1989D）がオモダカの発生ফ
長の୅かき時期によるҧいを調査した
結果を図 -15 にࣔした。普通期栽培
では୅かき前に既に発生が始まってお
り，発生のピークは移植直後の 6 月
中०と୅かき後 1� 日ࠒの 2 回ݟられ，
発生終期は୅かき後 90 ～ 100 日ࠒで
あった。それに対して，ૣ期栽培では

୅かき後 7 日ࠒから発生始め，୅か
き後 50 日ࠒに発生੝期となり，その
後発生は長く୅かき後 120 日以上に
わたり稲מり後まで続いた。

オモダカのմܪにはٳ຾性があり，
௿Թ৚݅で֮੧するが，ৄࡉな実験に
よれば，ౙ期間の౔৕水分やຒ຅ਂな
どにӨڹされる（ҏ౻ɹ1989a）。そ
して，ٳ຾が完શに֮੧するのは 5
月中०である（ҏ౻ɹ1989C）。また，
湛水୅かき౔中では地දԼ 20ᶲから
も出ժし，ਂいҐஔ΄ど出ժに日数を
要し，ٳ຾が֮੧したմܪでもਂさ
20Dm からの出ժには໿ 50 日を要し
たྫがある（小山らɹ1986）。このよ
うに，オモダカの出ժにはඇৗに長期
間を要するのは，ٳ຾性やその֮੧の
ばらͭきや出ժਂ度のਂさによるもの
であるとߟえられる。

·とΊ

以上のように水田のओ要雑草の生ଶ
的特性のうち，ここでは特に発生ফ長，
さらに除草剤の抑草期間にؔ܎する発
生ଗい期に注໨した。

水稲用除草剤は現ࡏ一発処理剤が中
心となっている。一発処理剤は雑草のど
の生育ステージにまで効果があるかがॏ
要であるのはもちろΜである。さらに，

代かき後日数（日）
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生ଗい期に注໨した。
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ここでまとめたように，ノビエ，コナΪ，
ホタルイ，ウリカワなどの草種ではそれ
ぞれ発生期間はҟなるが，地域や作期に
より発生ফ長，特に発生ଗい期がมԽす
ることに注意して，同じ除草剤でも地域
や作期のҧいをྀߟして除草剤を使用す
ることがॏ要である（小山らɹ2019）。

この中でミズガヤπリは前ड़のよう
にմܪにはࣗ発ٳ຾がなく出ժਂ度が
ઙいため，発生はૣくଗい，作期によ
る差が小さい。そのため，除草剤を使
用する上では，抑草期間より除草剤の
有効なステージにண໨して適確に処理
することがॏ要であるとߟえられる。
一ํ，特にオモダカはٳ຾֮੧のばら
ͭきや発生ਂ度がਂいことなどにより
発生期間がඇৗに長い。そのため，オ
モダカに有効な問題雑草一発処理剤で
は 1 回の処理で移植後 70 ～ 80 日ま
で十分な効果が認められるものとされ
ている。したがって，オモダカをはじ
めとする問題雑草一発処理剤を使用す
る上では地域や作期による差は発生ଗ
い期にண໨するより，発生始の時期に
注意して除草剤を使用することがॏ要
であるとߟえられる（小山らɹ2019）。

以上のように，草種によりൟ৩׭ث
のٳ຾性や౔中の出ժਂ度がҟなるこ
となどにより発生期間がҟなり，また，
地域や作期，୅かき時期，田植え時期
によりԹ度৚݅がҟなることにより発
生ফ長がҟなることをࣔした。しかし，
ここでは取り上͛なかったが，ൟ৩ث
຾性は地域やそれぞれの水田のٳの׭
，を受けڹの時期やํ๏のӨىߞ，࣪ס
複雑であるとߟえられる。

なお，ここでҾ用した作期のҧいに
よる発生ফ長の差にͭいては 1970 年
୅から 1980 年୅のσータである。近
年はԹஆԽのӨڹで୅かき，田植え後
のԹ度が高くなっているので，ここで
は作期によりҧいがあることに注໨し
ていたͩき，ここにهした発生終期な
どの数஋は現ࡏとはҟなる可能性があ
ることに注意していたͩきたい。

ँࣙ

本ߘのとりまとめに౰たり，故山岸
३ത࢜の多くのσータを使わͤていた
ͩいた。また，ҏ౻一޾ത࢜にはオモ
ダカのσータの使用をڐ୚いたͩいた。
ここにਂくँײの意をදする。
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